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菊池健三（きくち・けんぞう）
1946 年秋田県生まれ。専修大学
大学院博士後期課程修了。専修大
学文学部哲学科教授。1979 年美
術出版社主催「美術評論賞」受賞
を機に、秋田由利の筆名で『現代
美術辞典』（美術出版社）等、現
代美術中心の評論を執筆。著書に
『カントと二つの視点』（専修大学
出版局）、共著に『ジル・ドゥルー
ズの試み』（北樹出版）他、共著
に『西洋の美術』（晶文社）、訳書
にヤウヒ『性差についてのカント
の見解』（専修大学出版局）がある。

カントは「動力学的」という概念を、『純粋理
性批判』ほかの「三大批判書」以前から、最晩
年の遺稿『オプス・ポストゥムム』にいたるまで、
重要な箇所で使用している。この概念は、カン
ト哲学体系における「自然の形而上学」と「人
倫の形而上学」、すなわち自然と自由の空隙を
埋める鍵を握っていると思われる。本書ではこ
うした「カント的動力学」の謎の解明を試みる。

イマヌエル・カント（1724-1804）
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